
（
一
）

池
田
練
太
郎
先
生
　
略
歴
及
び
業
績

　
略
　
歴

一
九
四
九
年 

四
月
二
六
日　

東
京
都
練
馬
区
に
生
ま
れ
る

一
九
六
八
年 

三
月 
東
京
都
立
大
泉
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
二
年 

三
月 
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
卒
業

一
九
七
七
年 

三
月 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
印
度
哲
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
八
〇
年 

四
月 

城
西
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
〇
年 

四
月 

駒
沢
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
〇
年
一
〇
月 

武
蔵
野
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
一
年
九
月
ま
で
）

一
九
八
二
年 

三
月 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
印
度
哲
学
専
攻
博
士
課
程
満
期
退
学

一
九
八
五
年 

四
月 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
助
手

一
九
八
八
年 

四
月 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
専
任
講
師

一
九
八
八
年 

七
月 

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
賞
受
賞

一
九
九
二
年 

四
月 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
助
教
授

一
九
九
六
年 

四
月 

駒
澤
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
（
修
士
課
程
担
当
）

一
九
九
八
年 

四
月 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
教
授

二
〇
〇
〇
年 

四
月 

駒
澤
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
（
博
士
課
程
担
当
）

二
〇
〇
〇
年 

四
月 

東
洋
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年 

四
月 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
主
任
（
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
）



（
二
）

二
〇
〇
三
年 

四
月 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
（
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
五
年 
四
月 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
学
部
長
（
学
校
法
人
駒
澤
大
学
評
議
員
・
理
事
）（
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
五
年 
四
月 

東
洋
大
学
文
学
部
・
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
六
年 
四
月 

駒
澤
大
学
学
長
・
駒
澤
短
期
大
学
学
長
（
学
校
法
人
駒
澤
大
学
評
議
員
・
理
事
）（
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
二
年 

四
月 

早
稲
田
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
三
年 

四
月 
東
洋
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
）

二
〇
二
〇
年 

三
月 
駒
澤
大
学
定
年
退
職

　
業
績
一
覧

　
　
著
　
書

一
九
八
五
年
四
月
〜
一
九
九
三
年
一
〇
月
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（
共
編
著
）（
佛
乃
世
界
社
）

一
九
八
七
年 

三
月 

『
イ
ン
ド
仏
教
人
名
辞
典
』 

（
共
著
）（
法
蔵
館
）

　
　
論
　
文

一
九
七
七
年
一
二
月 

「
倶
舎
論
随
眠
品
の
構
造
」 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
六
巻
第
一
号

一
九
七
八
年
一
二
月 

「『
倶
舎
論
』
に
お
け
るkleśa

とupakleśa

」 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
七
巻
第
一
号

一
九
七
九
年 

三
月 

「lC
aṅ skya  

宗
義
書
に
お
け
るVaibhāṣika

章
に
つ
い
て
」 

『
日
本
西
蔵
学
会
会
報
』
第
二
五
号

一
九
七
九
年 

四
月 

「『
倶
舎
論
』
随
眠
品
に
お
け
る
煩
悩
論
の
特
質
」 
『
仏
教
学
』
第
七
号

一
九
八
〇
年 

三
月 

「
不
定
法
（aniyatā dharm

āḥ

）
の
概
念
―
『
倶
舎
論
』
作
者
の
意
図
」



（
三
）

 
 

 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
八
巻
第
二
号

一
九
八
〇
年 

八
月 

「〈
百
八
煩
悩
〉
説
成
立
の
意
義
」 

『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
一
二
号

一
九
八
〇
年
一
二
月 

「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
〈
五
位
〉
説
―Sa paṇ

著gShuṅ lugs legs par bśad pa

を
通
し
て
―
」

 
 

 

『
駒
沢
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
四
号

一
九
八
〇
年
一
二
月 

「『
大
乗
百
法
明
門
論
』
の
諸
問
題
」 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
九
巻
第
一
号

一
九
八
一
年 

七
月 

「『
大
乗
百
法
明
門
論
』
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
つ
い
て
」 

『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
一
三
号

一
九
八
一
年
一
二
月 
「
敦
煌
蔵
文
資
料
（Stein 193

（10

）,590

に
つ
い
て
―
『
倶
舎
論
』
第
１
章
第
１
偈
及
び
そ
の
釈
―
」

 
 

 

『
駒
沢
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
五
号

一
九
八
一
年
一
二
月 

「
思
業
と
思
已
業
」 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
〇
巻
第
一
号

一
九
八
二
年 

一
月 

「
身
・
語
・
意
の
三
業
（tīṇi kam

m
āni

）
とcarita, saṅkhāra, sam

ācāra

」

 
 

 

『
城
西
人
文
研
究
』
第
九
号

一
九
八
二
年 

七
月 

「『
入
阿
毘
達
磨
論
』
の
煩
悩
論
」 

『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
一
四
号

一
九
八
二
年
一
一
月 

「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
特
色
」 

『
東
洋
学
術
研
究
』
第
二
一
巻
第
二
号

一
九
八
三
年 

三
月 

「
南
伝A

bhidham
m

a
仏
教
の
煩
悩
論
」 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
二
巻
第
二
号

一
九
八
三
年 

三
月 

「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
一
断
面
―dus gsum

 rdzas grub

（
三
世
実
有
）
説
を
手
掛
り
と
し
て
―
」

 
 

 

『
日
本
西
蔵
学
会
会
報
』
第
二
九
号

一
九
八
五
年
一
〇
月 

「C
andrakīrti

『
五
蘊
論
』
に
お
け
る
諸
問
題
」 

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
十
六
号

一
九
八
六
年 

三
月 

「『
倶
舎
論
』
に
み
ら
れ
る
二
種
類
の
煩
悩
説
」 

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
四
号

一
九
八
六
年
一
〇
月 

「K
athāvatthu

に
み
ら
れ
る
正
量
部
の
諸
説
」 

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
一
七
号

一
九
八
七
年 

三
月 

「『
入
阿
毘
達
磨
論
』
と
そ
の
註
釈
書
」 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
五
巻
第
二
号

一
九
八
七
年
一
〇
月 

「〈
五
事
論
〉
の
成
立
と
流
布
」 

 『
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
論
集
・
イ
ン
ド
学
仏
教
学

論
集
』
所
収
（
春
秋
社
）



（
四
）

一
九
八
七
年
一
〇
月 

「『
五
事
毘
婆
沙
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
（
上
）」 

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
一
八
号

一
九
八
八
年
一
二
月 

「〈
無
為
〉
説
の
起
源
に
つ
い
て
」 

『
仏
教
学
』
第
二
五
号

一
九
九
〇
年 
三
月 

「『
五
事
毘
婆
沙
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）」 

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
八
号

一
九
九
一
年 
三
月 

「
中
有
の
機
能
に
つ
い
て
」 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
九
巻
第
二
号

一
九
九
二
年 

三
月 
「
色
界
第
四
禅
に
つ
い
て
」 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
〇
巻
第
二
号

一
九
九
二
年 

五
月 
「
宗
教
体
験
と
言
葉
・
悟
り
と
は
な
に
か
」
／
「
業
と
差
別
・
仏
教
は
な
に
を
な
し
た
か
」

 
 

 
 『

仏
教
討
論
集
・
ブ
ッ
ダ
か
ら
道
元
へ
』（
東
京
書
籍
）

一
九
九
三
年
一
〇
月 

「
有
部
系
論
書
に
み
ら
れ
る
〈
布
施
〉
覚
書
」 

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
二
四
号

一
九
九
四
年 

五
月 

「
仏
弟
子
の
系
譜
に
つ
い
て
」 

 『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
第
二
七
号

一
九
九
七
年 

三
月 

「〈
三
十
七
菩
提
分
法
〉
説
の
成
立
に
つ
い
て
」 

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
五
巻
第
二
号

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月 

「
吉
蔵
の
毘
曇
批
判
」 

 『
三
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
・
平
井
俊
榮
博
士
古
稀
記

念
論
集
』
所
収
（
春
秋
社
）

二
〇
〇
二
年 

五
月 

「
信
仰
に
対
す
る
有
部
の
立
場
に
つ
い
て
」 

『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
六
七
号

二
〇
一
〇
年
一
〇
月 

「
仏
教
教
団
の
展
開
」 

 『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
02
イ
ン
ド
Ⅱ
・
仏
教
の
形
成
と
展

開
』
所
収
（
佼
成
出
版
社
）

二
〇
一
一
年 

八
月 

「
仏
説
の
意
味
／
経
典
と
は
何
か
」（
セ
ッ
シ
ョ
ンN

o.4

の
発
表
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
）

 
 

 

『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
七
六
号

　
そ
の
他

一
九
八
一
年
一
〇
月 

「
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
生
命
観
」 

『
佛
教
文
化
』
第
一
一
号
通
巻
一
四
号

一
九
八
三
年 

八
月 

「
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（
世
親
）
と
そ
の
生
地
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」 

 『
季
刊　

東
西
交
渉
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
歴
史
と
文

化
を
発
掘
す
る
）』
通
巻
七
号
（
井
草
出
版
）



（
五
）

一
九
八
八
年 

 

「
お
釈
迦
さ
ま
」 

『
曹
洞
宗
の
教
え
』（
同
朋
舎
出
版
）

一
九
九
〇
年 

九
月 

「
イ
ン
ド
の
禅
・
部
派
仏
教
の
禅
定
」 

 『
曹
洞
宗
教
義
法
話
大
系
　
第
二
巻
・
曹
洞
宗
―
そ
の

歴
史
と
思
想
―
』（
共
著
）（
同
朋
舎
出
版
）

一
九
九
一
年 
四
月 

「
釈
尊
の
生
涯
と
そ
の
思
想
」 

 『〈
禅
文
化
講
座
〉
禅
へ
の
い
ざ
な
い
』
第
一
巻
「
イ

ン
ド
仏
教
と
禅
定
」（
共
著
）（
曹
洞
宗
青
年
会
編
・
大

東
出
版
社
）

二
〇
一
六
年 

七
月 
「
経
典
の
中
の
地
獄
」 

『
大
法
輪
』
七
月
号

二
〇
二
〇
年 

六
月 
「
釈
尊
は
死
後
の
世
界
を
ど
う
説
い
た
か
」 

『
大
法
輪
』
六
月
号




